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研究主題

豊 かなかかわりを通 して、ともに生きる力の基礎をはぐくむ特別活動

1主 題 に つ いて

1主 題 設 定の理 由

人 とか かわ るこ とを面 倒 だ と考 え る。 また 、 自分 の考 えだ けに固執 し、友 達 の考 えを受 け

入 れ る こ とを苦 手 とす る児童 が 見 られ る よ うにな って きた。 ま た、休 み時 間 にひ と り遊びや

2・3人 で遊ぶ こ とを好 む児 童や 、 自分 の思 いや考 えを十分 に伝 え られ ない こ とか ら ささい

な トラブル を 自分 た ちの力 で解決 でき ない児童 も増 えて きてい る傾 向が あ る。

児 童 を取 り巻 く環 境 は、様 々なメ デ ィアの急 速 な発 達や 、少子化 にお け る大 人 の過 干渉 や

放 任 な どの影響 で、他者 との望 ま しい かかわ りを重ね る経験 が減 って きて い る面 も見受 け ら

れ る。 これ は、 自分 の思 いや 考 えを伝 え る場 面や 、 自分 の存 在 を認 めて も ら うことが少 な く

な る こ とにつ なが り、「人 とかか わ る力 」を伸 ばす こ とがで き な くな って きてい る原 因で もあ

る。

そ こで、本 部会 は、特 別 活動 のね らい を踏 ま え、児 童が 人 とかか わ り合 う場 面 を増や し、

多様化 す る ことで 「人 とか かわ る力」を育成 し、「ともに生 きるカ」をは ぐくむ こ とを研 究の

目的 と し、上記 の研 究 主題 を設 定 した。

2f豊 か なか かわ り」 に つい て

研 究 を始 め るにあ た り、 学級 活動 にお ける児 童 の様 子 を改 めて観察 す る こ とに した。 そ の

結果 、「人 との望 ま しい かか わ り方 や 、かかわ りを通 して課題 を解決 す る」とい う経 験 が不足

してい る とい う課題 が 明 らか にな った。

人 とかか わ る意欲 を育て るた めには 、意見 を出 し合 い、 実現す る楽 しさを味 わ う経 験 は、

欠かせ ない。そ の点 か ら、「集 団 の一員 と して の 自覚 を深 め、協力 して よ りよい 生活 を築 こ う

とす る 自主的 ・実践 的 な態 度 の育成 」 をね らい と した特 別活 動 の役 割 は大 きい。

特別 活 動 は、望 ま しい集 団活 動 を通 して、互 い の必 要性 を感 じ、共感 し合 う経験 を積 み重

ね る中 で 「自分 も よ く、友 だ ち も楽 しい 」 と実感 させ る こ とが で きる。 また、 今回 の研 究で

は 、特別 活動 にお いて よ り有意義 なかか わ りを実現 す るた め に、他教 科等 で の学習 も視 野 に

入 れ て 「豊 かな かかわ り」 の場 を作 り出す こ とが大 切 で あ る と考 えた。

3「 ともに生 きる力」 につ い て

望 ま しい人 間 関係 を築 くた めに は、一 人一人 が 自分 の存在 価値 を認 識す る ととも に、相 手

の存在 価値 を受 け入 れ 、認 め てい くこ とが大切 で あ る。 この こ とを実 現す るため には 、 自分

の思 いや願 いを伝 え る と ともに、相 手 の思いや願 い を受 け止 め、 ともに願 い を実現 す る よ さ

を実感 す る経験 を積 み重 ね るこ とが必要 なの であ る。

本部 会 で は、互 いの存 在 を認 め合 い 、望ま しい人 間 関係 を築 きな が ら、互 いの もっ力 を生

か し協 力 して生活す る力 を 「ともに生 き る力」 と考 えた。 この力は 、人 間が生 涯 にわ たって

培 う力 で あ るた め、小学 校段 階 で はそ の基礎 を築 くこ とが 重要 と考 えた。

本部 会 で は児 童 の社会 性 の発 達 と中学校 へ の接続 を考慮 し、1・2・3年 、4・5年 、6

年 分科 会 の3分 科会 に分 かれ 、研 究 を行 うこ とに した。各 分科 会 では、児 童 の実 態 を分析 し、

分 科会 テ ーマ及 び 目指す 児 童像 と仮説 を設 定 し、そ れ ぞれ の段 階で望 まれ る 「豊 かなか かわ

り」 を基 に 「ともに生 き る力 」 の基礎 をは ぐ くむ ため の実 践的 な研 究 を進 め る こ とに した。
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皿1・2・3年 分 科 会

みんなで夢中になって活動できる児童 を育てる指導法の工夫

1主 題 設 定 の理 由

現代 の子 どもた ちは 、少 子化 ・核家族 化 ・価値 観 の多様 化 ・家庭 、 地域社 会 の教 育力 の低下

な ど社 会 の変化 に ともない 、時 間的 ・精神 的 な ゆ と りがな く、家庭 や 地域社 会 で人 間 関係 をは

ぐくんだ り、体 験 的 に人 とのか かわ りを学 ん だ りす る機 会が 著 しく乏 しくな って い る。

そ のた め、人 間 関係 が希 薄 にな り、他 人 に 関心 を もつ こ と ・人 とか かわ りを もつ こ と ・我 慢

す る ことが うま くで きない 自己中心的 な児 童 が増 えて い る とい う指 摘 が ある。

この よ うな状 況 で、特別 活動 のね らい を実 現す る こ とは 、今 こそ重 要 とな って い るので あ る。

個 性 を伸長 し、社会性 をは ぐくむた めに 、育成 すべ き資質や能 力 を明確 に して指 導す る ことが

大切 であ る。

本部 会 では 、児童 が豊 か なか かわ りを通 して、共 に生 きる力 をは ぐ くめる よ うに 、研 究 主題

を次 の よ うに設 定 した。

「み ん なで夢 中に なって活 動 で き る児 童 を育 て る指 導法 の 工夫

～ ドキ ドキわ くわ く ・や っ た あ ・ま たや りたい 体験 を通 して～」

ここで い う 「夢 中」 とは 、児童 が興 味 ・関心 と期 待感 を もち、 自発 的 ・積 極 的に深 く心 を注

いで活動 に取 り組 む 姿 であ る と捉 えた。 また、 「ドキ ドキわ くわ く ・や った あ ・またや りた い」

とは 、児童 が活 動 に対 して興 味 ・関心 をも ち、期 待 で胸 をふ く らませ なが ら計画 を立 て、実 践

に よ り活動 へ の欲求 が満 た され 、実践 後 の振 り返 りで 「楽 しか った。 また 、次 もみん なでや っ

てみ たい。 」 と次 の活 動 に 向 けて さ らな る興 味 ・関 心 ・期 待感 をもつ姿 と捉 え た。

この よ うに 「楽 しか った。 次 もまた みん なでや ってみ たい」 と興 味 ・関心 ・期待 を抱 かせ る

望 ま しい集 団活 動 を積 み 重 ね る ことに よって、児 童 は徐 々 に 「この クラスで よかった 」 とい う

所 属感や 「み んな とい っ しょな んだ」 とい う連 帯感 を高 め、集 団 の一員 と して の 自覚 を深 めて

い くこ とが で き る と考 えた。 この よ うな活動 を積 み重 ね る こ とで、児 童 の心 に 「自分 を受 け入

れ て くれ る集 団 が あ る、 自分 を認 めて くれ る仲 間が い る」 とい う安心感 が生 まれ る。 児 童 は安

心感 に包 まれ て 、集 団の 一員 と して よ りよい もの を 目指 して活動 に取 り組 む 、 自主的 ・実践 的

な態度 を身 に付 けて い くと考 えた。

そ こで、 目指す 児童 像 を次 の よ うに設 定 した。

「安 心感 を もち、み ん なで夢 中にな って活 動す る児 童」

ここで言 う 「安 心感 」 とは、児童 が なん の心配 もな く 自分 ら しさを発揮 で き 、のび のび と集

団 の 中で活動 してい る状 態 か ら生 まれ る気持 ちで ある。 この よ うな気 持 ち を もて るこ とが 、活

動 を始 めた り、継 続 した りす るため に一 番大切 な感情 で あ る と考 えた。

以上 の こ とか ら、3つ の視 点 を設 定 し研 究 を進 め る こ と とした。

視 点i

視 点li

視 点i五

安 心感 を もっ て活 動 に取 り組 む た めの 工夫

「ドキ ドキわ くわ く ・や った あ ・ま たや りた い」 とい った体験 を積 み 重ね るた めの

工夫

「社会 ・個 人 的資質 評価 表」 を用 い た評価 と指 導 ・助 言 の工 夫
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2研 究構想 図

〈研究主題〉

豊 か な か か わ りを通 して 、 とも に生 き る力 の 基 礎 を は ぐ くむ 特 別 活 動

〈児 童 の実 態 〉 〈社 会 の要請 〉

・好 き な こ とや楽 しい こ とに 、意 欲 的 に取 り組 む ご ・豊かな人間性や社会性の育成

とが で き る。 ・好 ま しい人 間 関係 の醸 成

・友 だ ちの行 動や言 動 に無 関心 で あ る。 ・基本 的 なモ ラル や社会 生 活上 のル

・人 に 言 わ れ て か ら動 く。 一 ル の習得

・が ま ん が で き な い 。 ・協 力 して よ りよい生 活 を築 こ うと

・失 敗 を 恐 れ て い る。 す る 自主 的 、実践 的な態 度 の育成

・か か わ りが 少 な く、 か か わ り方 が 分 か らな い 。

〈1・2・3年 生 分 科 会 主 題 〉

み ん なで夢 中にな って活動で きる児童 を育て る指導法の工夫
～ ドキ ドキ わ くわ く ・や った あ ・ま た や りた い体 験 を通 して～

1

1目指す児童像 安憾 を もち、み んなで夢 中になって活動す る児童1
1

〈研究の仮説〉

安 心 感 を もた せ る と と も に 、 「ドキ ドキ わ くわ く ・や っ た あ ・ま た や りた い 」 と い っ た

体 験 を積み 重 ね る指 導 を行 えば 、児 童 はみ ん なで夢 中 にな って活動 す るで あろ う。

安 心感 をもち、みん なで

夢 中にな って活動 できる児童

視点 社会性 をは ぐくむために 個人的資質を高めるために

(手 だ て) (手 だ て)

視 点i

安 心 感 を も っ て 活
視
点

① 信 頼 し合 え る関係 をつ くるた

め 、「光 った言葉 」「輝 きニ ュ

② 「考 え ・理 由 カー ド」 に

前 も っ て 意 見 を書 い て お

動 に取 り組 む ため iii 一 ス 」 を掲 示 した り学 級 通信 き、見通 しを もて るよ うに

の工夫 で 知 らせ た りす る。 す る 。
用 一
い 社 ③ 一 人 一人 が活躍 で きる場

た 会 を設 定す る。

視 点ii

「ドキ ド キ わ く わ

評 性

栖 南
① バ リエ ー シ ョンの あ る集 会

の活 動 を取 り入れ る。

④ 確 実 に 取 り組 め る よ う

に、 活動 のパ ター ンをつ

〈 ・や っ た あ ・ま た 指 人 ② モデルや いろいろな例 を示 く る 。

や りた い」とい った 導 表
一 す 。 ⑤決定権を阻害 しないよう

体 験 を積み 重ね る 島 を ③ 話合 いの形態 を工 夫す る。 な適 切 な 言 葉 が け をす

ため の工 夫 言
・二 人 、 グ ル ー プ 、 学 級 る 。

《
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3研 究 の 内容

(1)実 態 調査

ア 目的

児童 には、「人 とのか か わ りが少 な い。」「相 手 に対 して思 いや りの あ る言 動 がな かなか とれ

ない。」「トラブル を解 決す るに も、大人 の力 を借 りる こ とが多 い。」「がま んが で きない。」と

い う傾 向 が ある。本分 科会 で は 、「人 とかか わ る こ とに 自信 を もてない でい る こ と」や 「友 達

と遊 んだ楽 しい経験 が少 ない こ と」 が、大 き な原 因 とな ってい るの では ないか と考 えた。 そ

こで 、「人 間 関係 にか かわ る 自分 自身 の こ と」と 「放 課 後 な どの過 ご し方 」にっ いて次 の調 査

を行 った。

イ 実施 内容

人 間関係 にかか わ る 自分 自身 にか かわ る項 目、放課 後 な どの過 ご し方 に 関す る項 目にっ い

て(全35項 目)の4つ の選 択肢 の 中か ら1っ を選択 させ る。

*実 施 時期:平 成17年7月

*対 象者:研 究員所 属校児 童1・2・3年 生955名

ウ 分 析結 果

A人 間関係 にかか わ る 自分 自身 の こ と

「人 と話す の が苦 手です か 」の 問い に 「とて もそ う思 う」 「わ りとそ う思 う」 と答 えた 自

童 は全 体 の33%に 達 した。 また 、 「ケ ンカ を して も仲 直 りで きる」 の 問い に 「あま りそ う

で は ない」 「ぜ んぜ んそ うで はな い」 と答 えた児童 は全 体 の25%を 占めた。 さ らに 、 「こ

まって い る友 だ ち を助 け られ る」 の問 いに、 「あ ま りそ うで はない」 「ぜ んぜ んそ うではな

い」 と答 えた児童 は30%に 達 した。

これ らの結 果 よ り、約3分 の1の 児 童 が友 だ ち との人 間 関係 に 自信 を もて ないで い る とい

う傾 向 が明 らか にな った。

B放 課後 な どの過 ご し方

「遊 ぶ時 間 が ない 」 の問 いに答 えた児 童 は全 体 の65%に 達 した。 これ らの原 因 と して

「塾 や 習 い事 が あ る」 が 「とて もそ う思 う」 「わ り とそ う思 う」 と全 体 の約80%の 児 童

が答 え てお り、学年 が 上が る とその傾 向 は強 くな る こ とが分 か った。 また 、 「疲れ て い る」

の 問い に 「とて もそ う思 う」 「わ りとそ う思 う」 と答 えた児童 が全 体 の60%に 達 し、 こ

れ も、 学年 が上 が るに従 っ てそ の傾 向は 強 くな る。 さ らに、 「遊ぶ 相 手 がい な い」 の問 い

に対 して 、 「とて もそ う思 う」 「わ りとそ う思 う」 に答 えた児 童 は、全 体 の約40%で あ

り、 これ は、学 年 が上 が るに従 って低 くな る傾 向が あ る。

これ らの結 果 よ り、児 童 は、遊 び たい が疲 れ てい る ・時 間が な い ・遊 ぶ 相 手 がい ない と

い う傾 向に ある こ とが 明 らかに な った。

これ らの こ とか ら最近 の小 学校1・2・3年 生 は 、人 間 関係 を作 っ てい く ことに 自信 が

もて な いで い る こ と、 そ の よ うな機 会 の一 つ で あ る放 課 後等 の遊び を十 分 に経 験 で きて い

な い児 童 が 多い こ とが分 か った。 そ こで 、豊 か な人 間性 をは ぐくむ た め に、 学級 会活 動 に

お い て夢 中にな っ て活動 に取 り組 む こ とが大 切で あ る と考 え 、1・2・3年 分 科 会 の主題

を 「み ん なで夢 中 にな って活動 で き る児童 を育 て る指 導法 の 工夫」 に設 定 した。
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① 人 と話す こ とが苦 手か

ロとてもそう思う0わ りとそう思う圃あまり思わない ロぜんぜん思わない ロ無回箸

② ケ ンカ して もす ぐ仲 直 りで きるか

て零男干

篭摩女子

2厚男子

2摩雲子

3零勇子

3摩蜜子

0とてもそう思う国わりとモう思う口あまり思わない 口ぜんぜん思わない0無 回管

子雰零1

子零1

子勇辱2

子雲隼2

子奪3

子孚3

儀 IDI 瓢 期 縞 瓢 麟 描 働 覇

③ 困 って い る友 だ ちを助 けるか

1㎝ 鰭 に臨 抽 勘 峨 鯖 繊 TD㌧

④遊ぶ時間があるか

麟

匝 よくある目ときど音ある囲あまりないロぜんぜんないロ黒回答1

㎜

戯ー

稿

㎜」
面

1奪鱈子

1奪宜子

2写勇子

2厚宜子

3零卿子

3卑實子

ロとてもそう思う□わりとそう忠うOあ まり思わないロぜんぜん思わないロ無回箸

05 1眺 瓢 禍 " 瓢 瓢 鵬

⑤塾や習い事があるか

働 繊

ロよくある9と きどきあるロあまりない0ぜ んぜんない0無 回晋

㎜
」
ー
-
臨
」
」

1
㎜
」

一
㎜

竃写勇子

τ隼震子

2写鱈子

2隼震干

3零露子

3零食子

o臨 糟L 跡 島 縞 勤 "

⑥ 疲れ て い るか

鵬 囁 瓢

Dよ くあるOと 曹ど喜あるロあまりない ロぜんぜんないOA回 害

鵬
」
1
ー

"

㎝
」
嵐

1奪男子

1奪宜予

2奪男子

2厚衆子

3禦虜子

3等女子

儀 }嘱 勘 凱 " 瓢 価 η 覧

⑦遊ぶ相手がいない

臨 鵬

鵬

㎝」
泓

1写勇子

曾零女子

2」F鱈子

2奪蜜子

3葦彊予

3零玄子

儀 10」 瓢 謝 横 鵬 働 TOI

⑧放課後遊びたくないか

鵬

IDよくNNと 曹どきあるロあまりないOぜ んぜんないロ無回害1

餓

囁

㎝」
翫

1卑舅子

1厚衣子

2tS■

2摩皇子

3写舅子

3隼女子

0よ くあるロときど套ある 口あまりない ロぜんぜんない0無 回管

" 1傷 瓢 瓢 " 瓢 脳 7M 繊 剛

煽

1餓

荘車男子

て隼皇子

2隼勇子

2隼女干

3尊鯛子

3華蜜子

侃 lOi 勘 襯 価 瓢 鵬 70覧 瓢 瓢

儀

"

1α圃
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(2)研 究主 題 に迫 る ための研 究 の視 点

視 点i安 心感 をもって活 動 に取 り組 むための工夫

視 点li「 ドキドキわくわく・やったあ・またやりたい」といった体験を積 み重ねるための工夫

視 点iii「 社 会 ・個人 的資 質評価 表 」を用 いた評価 ・指 導 ・助言

の

←

視

点

i

安

心
感

を
も

っ
て
取
り
組

む

た
め

の

工
夫

社会性 をは ぐくむために

① 信 頼 し合 え る 関係 をつ くる ため 、「光 った言葉 」 「輝 きニ ュー ス」 を掲 示 した り、学 級

通 信 で知 らせ た りす る 。

安 心 して 友 だ ち とか か わ ろ う とす る

意欲 を高 め るた めに は、お 互 いの 「よ さ」

を認 め合 うこ とで信 頼 関係 を作 り上 げ 、

互 い に関 心 を もつ こ とが大切 で あ る。 そ

こで 、児童 の よか った言 動や か かわ りの

「よ さ」 を取 り上 げ掲示 す るこ とで 、 よ

り関 心 を もち合 い、友 だ ちの 「よさ」 を

認 め 合 お うとす る気 持 ちが 育 つ と考 え

た。 さらに、右 の 写真 の よ うに掲 示す る

ことよ り、児童 が話 合 い活動 の 自分 の め

あ て確 認 す る こ とが で き る よ うに な っ

た。

↑撫
いドも

鯉 欝 醐譲

㎜ 重顯藝撒 脳,雨脚働.榊

話 合 い の 中 で見 取 った よ さを 掲 示

庫

薫
畿
難
馨

《

藤
欝

灘

　

個人的資質を高めるために

②r考 え ・理 由 カー ド」 に前 も って

意 見 を書 いて お き、見 通 しを もて る

よ うにす る。

話合 い の際 に 、大 きな 声 で 自信 を

も って発 言 で き る よ うにす るた め 、

前 もっ て 「考 え ・理 由カ ー ド」 に意

見 を書 くよ うにす る。 あ らか じめ全

員 が意 見 を もつ こ とで、安 心 して話

合 い に参加 す る こ とがで きる と考 え

た。 また 、「考 え ・理 由カー ド」にマ

ジ ックで 文 字 を大 き く記入 してお く

こ とで、 そ の ま ま黒板 等 へ の掲示 が

で き る た め 、 ス ム ー ズ に話 合 い が 進 行 で き る。 あらかじめ書いてきた「考え理 由」を掲示

③ 一人 一人 が活 躍 で きる場 を設 定す る 。

集 会 の実践 や 準備 な どの活動 で 、一人 一 人が役 割 を もつ よ うにす る。 しか しそれ は、児

童 に とって活 躍 で き る場 で もあ るが、活動 の仕 方 が分 か らない な どの不 安 を与 え るこ とも

ある。 そ こで教 師が 、 どの よ うに活 動 した らよいか 、手本 を示す こ とに した。

また 、係 の活動 の振 り返 りを定期 的 に行 い、 自己評 価 ・相互評 価 をす る。朝 の会 ・帰 り

の会 で 、係 の活 動 の取 り組 み を発 表 し合 う場面 をつ く り、一人 一人 の成 長 を的確 に把握 し、

評価 す る。
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視

点

ii

「
ド

キ
ド
キ

わ

く
わ

く

・
や

っ
た

あ

・
ま

た

や
り
た

い
」

と

い

っ
た
体

験
を

積

み
重
ね

る
た

め

の

工
夫

社会 性 をは ぐくむ ため に

① バ リエー シ ョンの ある集 会 の 活動 を取 り入れ る。

児 童 は、集 会 の活動 を通 して 、自分 自身 の興

味 ・関心 が満 足す る と、活 動 の意欲 が助長 され

る こ とが多 い。レク リエー シ ョン的 な集 会 や ス

ポ ー ツ的 な もの、 さらに発表 会 的 な集 会な ど、

場所 や形 態 に変 化 のあ る様 々 な集 会 を紹 介 し、

児 童 の 選 択 の幅 を広 げ られ る よ うにす る。 ま

た 、協力 し合 った り、責任 をき ちん と果 た した

り してい る姿 を認 め励 ます。

【活動 事例 】

紙飛 行機 大会 、 チ ャ レンジ ラ ンキ ング大会 、

戦欝

灘

↓
灘

ゲ

,

に
姦
織

は

嫌

っ

罰

職

い
轟
欝

と姓
驚
欝

二

讐
醒

警

.、

き

モ

こ

ち
へ

し

ぼ

き

モ

慧

郵

壽

騰蟹

鰹
轡 葱

輪

鶴

ミニオ リン ピック大会 、す ごろ く大 会 、迷路 作 りな ど

② モデル や い ろい ろな例 を示 す 。

いろ い ろな例 を提示す る こ とで 、児童 は 「なるほ ど、

そ うい うこ とがで き るのか。」 「そ うい うや り方が あ る

のか。」 と気 付 く。ま た、1つ のモデル や 例 を基 に、児

童 な りのア レン ジがで き 、考 えや発 想 をふ くらませ る

こ とが で きる。

④ 話合 いの形 態 を工夫 す る。

小集団での話 し合い

活動前に教師が示 した見本

話 し合 い にお いて 、 なか な か アイ デ アが 浮 か んで こな

か った り、大勢 の前 で は萎縮 して しまい意 見が 出せ なか っ

た りす る場 合や 、全 体 の進行 が うま く進 まない ときに は、

二人組 や グル ープ での小集 団の話 合 いが有 効で あ る。

また、 学級集 団 に返 してみ ん なで意 見 を出 し合 う時は 、

学級 全体 での形 態 が望 ま しい と考 えた。話合 い の内容や 発

達段 階 に よって、形 態 を変 え る。

個人的資質を高めるために

④ 確 実 に取 り組 め るよ うに 、活 動の パ ター ンをつ くる。

年 間計 画 を きちん とた て る と同時 に、1つ の活動 の流れ を 「議題 →話 合 い→活 動→ 振 り

返 り」 とい うパ ター ン を作 る。

⑤児童の決定権を阻害 しないような適切な言葉がけをする。

な る ほ ど 、こ ん な こ と を

思 い つ い た ん だ ね 。

や っ て

み よ う

安 心、

◎
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←

視

点

…川

「
社

会

・
個

人

的

資

質

評

価
表

」

を

用

い
た

評

価

・
指

導

・
助

言

O一 人 一人 の社 会 的資質 ・個 人 的 資質 を点 数化 し、 指導 に生 かす 。

教 師 は、学級 活動 で育 てた い力 を明確 に して一人 一人 の児童 の 変容 を把握 し、適切 な指

導 ・助言 を して い くこ とが必要 で あ る。その ため 、特別 活動 で期 待 で きるカ を社 会 的資 質

と個 人 的資質 に分類 し評 価 規準 を作 成 した。そ の評価 規 準 を も とに 、教師 が一人 一人 の児

童 を評価 し点数 化 した もの を グ ラフに表 し(仮 表)、 一 人一 人 の課題 を明確 に した上 で指

導 を行 うこ とに した。

社会 的資 質

(1)集 団生活 を支 える力

・役割遂行力

・受容力

(2)集 団 生 活 を発 展 ・向上 させ る力

・組 織 運 営 力

・目的 達 成 力

個 人 的 資 質

(1)自 己 を 見っ め る力

・発 想 力

・提 案 力

(2)自 己 を表 現 し高 め る力

・発 想 力

・提 案 力

O

榔
会
孕

賃
"

⑩

9

8

7

6

5

4

3

2

-

0

●

o

●

◆ ○ ○一

■ ●

60

● ●

■

●

●

■o

0123456789⑩111二

糊

←

4成 果 と課 題

(1)成 果

3つ の視 点 に対 して具体 的 な手 だて を考 え、 日々の 実践 に取 り入れ て活 動 を活性化 す る

こ とが で きた。視 点1の 手 だ て① にお いて は、話 合 いの活 動 で回数 を重ね るご とに、児童

同士 で どの よ うな発言 が よいの か 、 どの よ うに進 めれ ば よいの かが分 か る よ うに なって き

た。視 点2の 手 だ て 「① バ リエ ー シ ョンの あ る集会 の活 動 を取 り入れ る」「②モデ ルや い ろ

い ろな例 を示 す」 は分科 会 の主題 で もあ る夢 中に な って活動 で き る内容 を児 童 に示す こ と

で、「もっ とや ってみ よ う」 と意 欲 を も った活動 が で きる よ うに なっ た。また、短 時間 で話

し合 い、 それ を実 践 に結 びつ ける とい う体 験 を繰 り返 して きた。 それ に よって 、中 ・高学

年 に向 けての活 動 に幅 を もたせ る こ とが期待 で き る よ うに なった。 視 点3の 手 だて は、社

会性 と個人 的資 質 が高 ま るよ うな教 師 の言葉 が けや 日頃 の指導 が とて も大切 な こ とで継 続

して い く必 要性 を感 じた。

(2)課 題

児童 が夢 中 にな って 自 らか かわ り、集 団生 活 の 中でお互 い を意識 しなが ら楽 しく活動 す

るには 、1年 生 の うちか ら、話 合 いの基礎 基 本 であ る 「相 手 の話 を聞 く」 とい った態 度 の

育成 が課題 とな った。また、話 合 い で全員 が関 心 を もちか かわ ろ うとす る意 欲 を もつ に は、

魅 力 あ る議 題 や 内容 が 不可欠 で あ り、それ らを教 師が ど う支 援 して い くかが鍵 となった。

評価 につ いて は、社会 的 資質 と個 人的 資質 を高 め る手 だてや評 価項 目の見直 しが課題 と

な った。 また その評 価 を、 どの よ うに話合 い の活動 で生 かす か が課 題 とな った。
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皿4・5年 分 科 会

安心 して 自分 を表現 し、ともに願 いを実現す る児童 を育てる指導法の工夫

1主 題 設 定 の理 由

本 来 、児 童 期 は社会性 の面 で もっ とも急速 な発 達 をす る時期 で あ る。通 常 、10歳 前後 の小学

校 中学年 頃 か ら、子 どもた ちは 同性 ・同年 齢 を 中心 と した密接 な仲間集 団 を作 る。発 達心 理学

で は この年代 層 を 「ギ ャ ングエイ ジ」 と呼 ぶ。集 団 の 中で、 いたず ら も含 めて ダイナ ミック に

遊 び を展 開 させ る。

しか し、70年 代 の 終 わ り頃 か ら児 童期 の遊 び の変化 がみ られ る よ うにな った。仲 間集 団 が消

失 し、集 団遊 び の 中で社会 性 を培 うとい う独 特 の子 ども文化 が この時期 に消 えてい った。 この

遊 び の変 化 が、子 どもた ち の社 会性 の 有 り様 を変 えた。 現代 の子 どもた ちにお いて は、習 い事

の増加 や遊 び場 所 の減少 に よ り、集 団遊 び その もの が さ らに後 退 して きてい る。それ までの 「情

緒 交換 遊 び」 か ら、2～3人 の少人 数 でのテ レビゲー ム をは じめ とす る遊 具 を通 した 「情報 交

換 遊 び」へ の変 質 とも言 われて い る(小 林,2001)。

一週間のうち友達と遊んだ日数

1位 0{ヨ 63人

2位 2日 51人

3位 1日 52人

遊べなかった理由

1位 塾 ・習 い事 143人

2位 家の事情 35人

3位 体調不良等 7人

休みの日 ・放課後に遊んだ遊び(複 数回答可)

1位 ゲ ー ム 205人

2位 お に ご っ こ 63人

3位 サ ッ カ ー 35人

学校の休み時間に遊んだ遊び(複 数回答可)

1位 サ ッカ ー 51人

2位 お に ご っ こ 32人

3位 バ レー ボ ー ル ・ど う け い 18人

本分科会研究員の アンケ ー ト調査よ り(17年9月 実施)回 答数:254名

本分 科会研 究員 の学級 児童 へ の ア ンケー ト調 査 の結果 か らは、上記 の よ うに塾や 習い 事 に追

わ れ 、ほ とん ど遊ぶ 時 間が とれ な い現 代 の子 どもた ちの姿 が浮 かび上 が る。 遊 びの 内容 につ い

て も、学校 以外 で遊 ぶ場 合 には 半数近 くの児童 がテ レビゲ ー ムや 通信型 ゲー ムな ど屋 内での少

人数 の遊 び を あげ てお り、サ ッカー ・お に ごっ こ ・どうけ い ・野 球 ・ドッジボ ール な ど屋外 で

の 多人数 の遊 び が多 くあが った学 校 の休 み 時 間の遊 び との大 きな違 い が明 らか とな った。

近 年 、集 団 遊び の 消失や 「私 事化 」(森 田,1991)と い っ た社 会 の変化 を背 景 と して、集 団

生活 に不 安 を抱 え る児 童 が少 な くな い。 この よ うな社 会 の変 化 のなか で、現 代 の子 どもた ちが

社会性 を獲 得す る手段 は学 校生 活 の 中に限 られ て きてい る。特 に休 み時 間の遊 び の 中で その ほ

とん どを獲 得 してい る とい う(奥 野 ・小 林,2005)。

この よ うな児 童 の実態 とそ の背景 をふ ま え、本 分科 会 で は児 童 の社会性 の育成 に不 可欠 な 「豊

か なか か わ り」 を、学校 生活 の 中 で創 出 してい くこ とを研 究 の柱 と した。 学級 活動 を中心 と し

て 、 さま ざま なか かわ りの 中で 、密接 な仲間 の絆 をは ぐ くむ手 だて を講 じるこ とに よ り、力 を

合 わせ て、 ともに願 い を実現 しよ うとす る児 童 の育 成 につ なが るだ ろ うと考 えた か らで ある。

社 会性 とい うと、「みん な一緒 に仲 良 く」 と発想 され が ち であ る。社会 性 は時 代 とと もに変 化
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す る。 時 代や 社 会環境 が大 き く変化 して きて い る中で教 育が 目指 す方 向性 は 、子 どもた ちが生

き る21世 紀 を大 き く視 野 に入れ て いか な けれ ばな らない。 個性 を尊 重 す る時代 の 中で 、 自分

の生 き方 を大切 にす るに は、他 人 の生 き方 を大 切 にす る必 要 が あ り、 異 な った もの 同士 が共 生

す るた めに 、必要最 低 限 のル ール を創 出 してい く力 が求 め られ る。 そ して必 要 とあれ ば、少 々

の価 値観 の違 い を越 え、協力 し合 わな けれ ばな らな い。

この よ うな社 会性 が これ か らの社 会 に生 き る子 どもた

ちに は必要 な のだ と思 う。 その 上で 、 自分 ら しさを発揮

す るた め に、「約 半数 の児 童 が 自分 に 自信 がな かった り、

他 人 か ら ど う思 われ てい るか気 にな った りして、 自分 の

意 見 を言 うこ とに抵 抗 を示 してい る」 とい う児 童 の実態

自分のことが好き

　むお

灘
囲好き

■どちらかというと

好き

ロあまり好きでは

ない

ロきらい

か らも、心 理的 に心 地 よい環境 が 学級 で も形成 され な けれ ばな らな い と考 えた。 安 定 した感 情

を持 ちな が ら、互 いの異 な りを しっ か りと確 認す る体 験 が必 要 にな る と考 え るか らで あ る。

← 自分 と他者 とを比較 す る体験 をそ こで味 わ う学 級 は、他 人 と出会 う場 と して大切 な環境 とな

る。 比較 な しに は、 自分 の価 値 、 自分 の個性 を確 認す るこ とはで きな い。 これ を踏 ま え本 研 究

では 、社会 性 の育成 の た めに も、個 性 の尊重 や 自分 ら しさを発 揮 で きる こ とを大切 に したい と

考 え た。

そ こで 、本分 科会 で は、 目指す 児 童像 とそ のた めの手 だ て を次 の よ うに とらえた。

自 分 ら し さ を 発 揮 し 、 と も に 願 い を 実 現 す る 児 童1

←

個 々の よさを生か しなが ら、仲間を集 め、他者 と力 を合 わせ

て団結す る喜び を得 る経験の積 み重ね

目指 す児童 を育て るため に、

・ 自分 も他者 も認 め合 うこ とがで き る安 心 した 学級 の風 土 の 中で
、

・ 個 々の よ さを生か しなが ら、仲 間 を集 め、他者 と力 を合 わせ て団結 す る喜 び を得 る経 験

を積 み重 ね、

・ かつ ての 「ギャ ング集 団」 の よ うな絆 の強 い かか わ りを もつ こ とに よって
、

それ ぞれ が 自分 の よ さを 自分 自身 で認 め、発 揮 し合 った 上で そ の力 を合 わせ て 、 ともに願

い を実 現す る児童 が 育つ だ ろ うと考 え、本研 究主題 を設 定 した。

〈引用文献 〉

小林正幸:な ぜ、メールは人 を感情 的にするのか ダ イヤモ ン ド社2001.

森 田洋司:「 不登校」現象の社会学 学文社tg91.

奥野 誠一 ・小林 正幸:相 互独立性 ・相互協調 性尺度の作成～信頼性 および妥 当性の検討～

東京学芸大学教 育実践研究支援セ ンター紀要第1集2005.
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2研 究構想図

研究主題

豊かなかか わ りを通 して、 ともに生 きる力の基礎 をは ぐくむ特別活動

il

児童の実態

・友達 と関わることの楽 しさを感 じている。

☆交友 関係を広げた り、深めた りしてい こ うと

しない。(ス キル ・必要性)

・自分に 目を向けられた り、他人か ら評価 され

た りしている児童 は 自己肯定感が高い。他人

と比較 した り、他人か らよい評価 を受けた り

していない児童は 自己肯定感が低い。

・話 し合 った ことをみんなで実践するのが好 き

である。
・友達の意見(話)を 聞 くことが好 きである。
・約半数の児童は 自分 に自信 がなかった り、他

人か らど う思われ てい るか気 になった りして

自分の意見を言 うことに抵抗を示 している。
・意見を言 うことに抵抗 を示 している児童の一

部は、学級会に主体的にかかわろ うとしない。

☆みんなで何かを したい とい う思いはあるが、

行動にっなが らない。

教師の願 い

・自分の考えをもち、 自信 をもって表現 して欲

しい。
・学級の中での存在感 を一人一人 に味わって欲

しい。
・自分の考 えと同 じように友達 の考えも大切 に

して欲 しい。
・自他の よさを互いに認め合 えるよ うになって

欲 しい。
・友達 とのっなが りを深め、広げて欲 しい。
・意欲的に集団活動 に取 り組み、みんなで活動

す る楽 しさや満足感 ・達成感を味わって欲 し

い。

・学級 目標 を意識 し、よ りよい学級 を目指 し活

動 してほ しい。

分科会研究主題

安心 して自分を表現 し、ともに願いを実現す る児童を育てる指導法の工夫

目指す児童像

直亟i]を 発揮し、ともに願いを実現する児童

研究仮説

自他 のよ さを生 か しなが ら仲 間を集 め、団結す る喜び(経 験)を 積 み重ね ることに よって、絆

が深 ま り、 自分 らしさを発揮 し、 ともに願 いを実 現す る児 童が育つだ ろ う。

視点1

自分 らしさを発揮するための工夫

①友達のよさ・自分のよさを見づナる活鄭)工 夫

② グループ ・係か らの提案 を学級全体に広げ

る工夫

③仲 間を集めて活動する工夫

視点2

自分たちの力で

ともに願いを実現していくための工夫

①活動への意識 を高めるための工夫

②振 り返 りの場の工夫
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←

←

3研 究 の 内容

視 点1:自 分 ら しさを発揮 す るため の工 夫

① 友達 の よ さ ・自分 の よ さを見つ け る活 動の 工夫

・学 級会 カー ドの活 用 二自分 の考 え を しっ か り持 つ こ とで、 自分の 考 え を出せ る喜 び

や 友達 との相違 を知 り、相 互理解 がで き る よ うにな る。

・学 級会 で決 まっ た こ とに対 して 、一人 一人 が かか わ ってい け るよ うにす る。 また、

自分 ら しさを発 揮 で き る役割 を与 える。

② グルー プ ・係 か らの提 案 を学級 全体 に広 げるた め の工 夫

・議題 の誕 生:何 か を したい グルー プや係 な どが 声 を出 し、実現 す るた め に議題 と し

て提案 し、そ れ に賛成 した い人 は名 前 を書 き込 み 、学級会 で話 し合 う。 この こ とを

繰 り返す こ とで 、 自分 の思 い を実 現 に向か って 出せ るよ うにな り、誰 かの思 い を実

現 させ るた めにお 互い受 け入 れ合 う学 級集 団 にな る。

・「この 指 とまれ 」方式:何 か を した い個 人や グル ー プ で声 を出 し、係 と して集 ま った

り、集 会へ の議 題 をつ くる。

・黒 板 ・掲示 板 の活 用=係 や グルー プか らの提 案(誘 い)を 自由に知 らせ るスペー ス

を確 保 す る。

・係 活動 の充 実:学 級 活動 の 時間 で係 活 動の た めの時 間 を持 ち、学級 全体 が盛 り上 が

る よ うな企 画 を考 え る。

視 点2:自 分 たちの 力 で ともに願 いを実現 して い くため の工 夫

①1活 動の意識 を高めるための工夫1

・見通 しをも った話合 い活 動:話 合 い活動 か ら集 会 活動 ま でを短 いサ イ クル で 実施す

るた めに効 率 よい話合 い を行 う。 それ に よ り、 実践意 欲 が高 まった ま ま集 会活 動 を

迎 える こ とが で き、ま た、集会 活動 の 時間や 回数 を確保 す るこ ともで き る。 この こ

とに よ り、 仲 間 とのか かわ り合 い の機 会 が増 え、仲 間同士 での遊 びや 様 々な活 動 に

結 びつ くよ うにな る。

② 脹 り返 りの場 の 工夫1

・要素 カー ド:児 童 の よい気 付 きやみ ん なに広 めたい発 言や行 動 ・つぶ や き を取 り上

げ、具 体的 に カー ドに記入 し、掲 示す るこ とでそ の後 の活動 に生 かす こ とがで き る。

・振 り返 りカー ド:学 級 会 で決 めた集 会 な どの活 動 後 に、振 り返 りの話 合 いや ア ンケ

ー トを行 い 、 よか った点や 課題 に気 付 き、今 後 の活動 に生 か してい く。 また全員 の

意見 を掲示 す る こ とに よ り、 自分 と同 じよ うな考 えの友達 がい る こ とを知 り、そ の

後 の 自分 の意見 を発表 しや す くす る。

話 合 い →実 践(ね らい ・め あ ての 確 認)→ 振 り返 り→ 次 の話 合 い ・活 動

常時 活動(視 点1・2共 通)

・朝 の会 の活用 ・20分 休み な どに クラス全 員 で遊 ぶ ・遊 びの幅 を広 げる

・給食 時 間の活 用(係 の打 ち合 わせ な ど)

・ク ラス でが んば った こ とや友 達の よ さを発 表、 掲示 す る な ど
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☆この指 とまれ方式

何かを したい個人や グループで声 を出 し合 し、係 として集 ま り集会の

議題 を作 る

●実践例

男子2名 が 「ビンゴ大会」を発案

企画書を作 り、学級会で提案

時間や場所の確認 し、ビンゴの回数など進め方にっいて話合う

折 り紙係が以前か ら作 りためていたものをビンゴの景品として活用

折 り紙係 も作 り方を仲間に伝授することができた

1自 分 ら しさを発揮 し、

☆係活動

毎週金曜 日、朝 の15分 間を係活動の時間とす る。

○ 活動の広が り

O友 だちの広が り

係で発表 したことを休み時間に教 え合 う。

○ ミニ集会へ と発展

クイズ大会

学級 目標の振 り返 り

磁 麟 撫 鵜 議 二1濠...z
モをおる　　 　 ミ　 　 り　や

講綴懸撚 繊 、
鑛1鑛 轟 ∫撫

轟 韓鍵 到

☆議題の誕生

学級 会 で 話 し合 い た

い 内容 とそ の理 由 をカ

ー ドに書き
、掲示す る。

そ の議 題 に賛 成 の児童

は、自分の名前を書き込

んでい く。賛成の人数 と

適時性 を考 え、司会 グル

ー プ と教 師 で議 題 を決

定 し、知 らせ る。

は
。.壁 許 、・

☆学級 目標 を意識 させ る

毎 日、「学級 目標 を意識 して行動できたか」を 自己

評価 した後、全員で振 り返 る時間を設 ける。また、学

級会や学級集会の後の終末の助言で 「学級 目標に近付

けたか」や 「学級 目標 に到達す るためには どうした ら

よかったのか」な どと投げかける。

視点1

自
分
ら
し
さ
を
発
揮
す

る

た
め

の
工
夫
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ともに願いを実現する

☆学級会振 り返 りカー ド

話合いの中で 自分 のがんばった ところ

や司会 グループ も含 めた友達 のよかった

ところを見付け、発表 し、認 め合 う。

ゆ 鋼 螂_'1飼'aOXl
ぴ

押●● く 瑠ど
一

鑓 。。t}le・'」'自 分 の 薫 凱 を ＼

言臨灘 慧謡
二～ 二.;・ を㌔,・`硫 ・"一 ・"で1'・ .r∫ 驚 ≠

司会れw腕'硫1

o働⑦こと

自分 巫真見が」叡 て

口醗癒 惑熱
駄ヒも匙唇唱甥 ・ヒ

雛:;::,　 　 　 滝ll'
〆

学級会振 り返 りカー ド

←

★活動時間の確保 と活動の流れの明確化

話合い活動か ら集会活動までを2～3時 間の短いサイ ク

ルで実施す るために効率 よい話合いを行 う。それによ り、実

践意欲 が高まったまま集会活動 を迎 えることができる。ま

た、集会活動の時間や回数を確保することができる。

●実践例

*議 題名 「みんなの絆を深めるための大会にしよう」

学級会で1時 間
・ルール とチーム決めは計画委員会で事前に話 し合って朝の会

や帰 りの会で提案 し了承を得 る。チームごとの作戦は学級集

会までに時間外に話 し合わせておく。

*次 の学級活動の時間はサ ッカー大会を開催する。

7
☆活動後の振 り返 り

学級会で決めた集会な どの活動後に振 り返 りの話合いやアンケー トを

行 うことで、よかった点や課題 に気付 き、今後の活動 に生か していく。

視点2

自
分
た
ち

の
カ

で

と
も
に
願
い
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
工
夫

☆要素 カー ド

学級 会や 学級集 会 の

活動 を組 み 立 てた りす

る上 で 基礎 とな る児 童

の よい気 付 きや 発言 や

行動、態度、つぶやきな

どをそ の まま カー ドに

記入 して掲示 し、定着 を

図る。これ を積み重ね る

ことにより、自分たちの

力 で活動 して い ける よ

うにす る。

要素カー ド
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4研 究 の 成果 と課 題

(1)成 果

ア 、 ア ンケー ト結 果 よ り

上 の グラ フか ら、次 の こ とが わか った。

○ ク ラスの仲 間 と誘 い合 った り、助 け合 った りす る児 童 が増 えた。

○互 い の よい所 を認 め合 った り、励 ま し合 った りす る児童 が増 えた。

イ 、研 究 の視 点に つい て

《視 点1自 分 ら しさ を発 揮す る ため の工夫 》

☆話 合 い活 動 か ら集会 活動 まで を2～3時 間の短 いサ イ クル で実施 した。 そ の こ とに よ り、

活 動全 体 を通 して児 童 が活 躍す る場 面 が増 え、自信 を もって進 んで活 動す るよ うにな った。

☆ 学級 会 カー ドを活 用 し、事 前 に 自分 の意見 を考 え させ た。 カー ドか ら多 くの考 え を取 り上

げて 話 し合 った り、教 師 がカ ー ドに コメン トを記 入 した ことで、話 合 いの 中で 自分 の意見

を表 明 した り、 自分 の力 で活 動 を盛 り上 げ よ うと工夫 した りす る児童 が増 えて きた。

☆ 「この指 とまれ 」方 式 を使 っ て係 活 動 を行 った り、個 人や 小 グルー プで 学級 会 の議 題 を出

した りす るこ とに よって、仲 間 をつ くろ うとす る意 識 が高 ま り、集 団 に進 ん で かか わって

い こ うとす る態 度 を育 て る事 が で きた。

《視 点2自 分た ちの 力で 共 に願 い を実現 して い くた めの工 夫》

☆仲 間 との関 わ り合 い の機 会 を増 やす た め に、材 料 ・時 間 ・場 を与 えた。教 師 の助 言 や友達

の発 想 を きっか けに、 仲 間同 士で遊 びや新 たな活 動 をつ くるよ うにな った。

☆活 動 を重視 し、実践 す るた め に、学級 会 での話 し合 い を効 率 よ く進 め た。提 案者 が前 もっ

て 内容 を知 らせ るこ とで 、 あま り時 間 をか けず に進 め られ る よ うにな った。

☆発 案 か ら実践 まで の過程 で 、「一人 一人 が役 割 を もつ 」「自分達 で仲 間 を集 め る」「自分 達 で

計画 す る」「み んな でや り遂 げ る」 とい った経験 を積 み重 ね た事 に よ り、協力 す る楽 しさや

大 切 さを実感 す る事 が で きた。

☆ 活動 で は、常 に学 級 目標 を意識 させ た こ とで、 クラス を よ りよ く して い こ うとす る意 見 が

多 くな った。

☆話 合 いや 集 会活 動後 に 「振 り返 り」 の場 を設 定 した。 そ の 中で互 い の よ さや努 力 を伝 え、

認 め合 う事 に よ り、 自分 に 自信 を もって活 動 で きる よ うにな って きた。

☆活 動後 の振 り返 りをカー ドに書 かせ 、教 室 に掲示 した。そ の こ とに よ り、次 の活動 を よ り

よ く しよ うとす る雰 囲気 と知 恵 が生 まれ る よ うに なっ た。

(2)課 題

★ 自分 た ちのカ で活 動 を広 げ、深 め 、新 たな挑 戦 を してい くた めの助言 の在 り方

★話 し合 い の 内容 に応 じた話 し合 い の時 間の設 定方 法

★異 な る価値 観 を もつ児童 を結 ぶ教 師 の支援 の 方法

一16一

ぐ

◎



←

1V6年 分 科 会

実践への意欲を高める話合い活動の工夫

1主 題 設 定 の 理 由

6年 分 科会 は 、全 体研 究 主題 「豊か なか かわ りを通 して、 ともに生 きる力 の基礎 をは ぐく

む特別 活動 」 を受 け、 ともに生 きる力 を他者 へ の思 いや りを もち協力 す る力 、ま た よ りよ い

方 向 に向か っ て、ともに考 え実践 す る力 で あ る と考 えた。こ うした豊 か な人 間性や 社会性 は、

全 教育活 動 を通 して 育成す る もの で あるが 、特 に特別 活動 へ の期待 は大 きい。

この豊 か な人 間性 と りわ け社 会性 は 、 どの よ うな行 動 が よ りよいの か頭 で理解 しただ けで

は身 に付 いた とは言 えない。 また 、 「自分 だ けが満 足 す るよ うな活 動」 や 「友達 の い いな り

に な ってい る活動 」 をい くら繰 り返 して も身 に付 くもの では ない。 や は り、 「自分 の よ さを

発 揮 す る とと もに友達 の よ さを認 める経験 」 を通 して実 践的 に身 に付 け る もの な ので あ る。

しか しなが ら、本 分科 会 の どの学級 に も、「学級 集 団 とか かわ る ことに消極 的 な児 童 がい

る」 「一部 の 児童 の み が活動 を行 う」 「自分 の意 見 に 自信 を もてな い」 「議題 を 自分 の問題 と

して と らえ よ うとしな い」 な どの課 題 があ る こ とが明 らかに なった。 これ で は、活動 を通 し

て友達 とかか わ る こ との よ さを実 感す るこ とが で きない ばか りで な く、友達 とよ りよい人 間

関係 を構 築 す る経 験 を積 み上 げ る ことはで きない。

小 学校6年 生 の担任 の使 命 は、広 く社会 に 出た とき実 際 に役 立 つ力 、 これ か らの時代 に求

め られ る力 を確 実 に身 に付 けて卒業 させ るこ とであ る。そ こで、6年 分 科会 の研 究主題 を 「実

践 へ の意 欲 を高 め る話 合 い の活 動 の工夫 」 と設 定 し研 究 に取 り組 む こ とに した。

ここでい う実践 へ の意欲 を高 め る とは 、学級 集 団 の 中で 「自分 も楽 し く、学級 の友 達 も

楽 しい」 体 験 をす る た め に仲 間 と協 力 して 計 画 し、 実 行 しよ うとす る意 欲 を高 め る こ と

で あ る。そ れ が 実 現 で きれ ば、小 学 校 を卒 業 して も よ り主 体 的 に 人 との か か わ りを もち、

よ りよい 人 間 関係 を築 い て い く力 を身 に付 け る こ とが で き る と考 え るか らで あ る。 そ こ

で 、6学 年 担任 と して 、最 高 学年 の児 童 に期 待 す る4つ の願 い を明 らか に した。

・ 「みん なでや りたい」 とい う実践 へ の意欲 を も ってほ しい。

・ 自分 の考 え に 自信 を もち、表 現 して ほ しい。

・ 自分 らしさを発揮 し、互い に認 め合 え るよ うにな って ほ しい。

・ 社 会 の 中で 自分 の思 い を表 現 し
、他者 と共存す る力の基礎 を身 に付 けて ほ しい。

この4つ の願 い を基 に 、本研 究 では 目指 す児 童像 を次の よ うに した。

豊かな発想を生か し、仲間 と共に実現す る意欲に満ちた児童

しか し、 「一部 の子 しか発想 でき ない」 「話 し合 いが うま くい くと満足 して しま う」 な どの

課題 が残 る。 これ らを解決 し、児童像 に近 づ け るため に以下 の よ うな仮 説 を立 てた。

自信 を もって思 いや願 い を表 現 させ 、 心 を一つ にす る体験 を積 み重 ねれ ば、

実践 す る意 欲 に満 ちた児童 や集 団 が育つ だ ろ う。
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2研 究構想図

研究主題

豊かなかかわ りを通 して、 ともに生きるカの基礎 をはぐくむ特別活動

児童の実態

議題を自分の匿題としてとらえa・ な暁

発言するのは特定の児童になりがちである。

自分の考えに自信をもてな暁

友達と深くかかわることができな暁

認められ罐 騨 沙 な四瞳 う勤 る。

話合いが実践の意欲につながらないことが

ある。

分科会研究主題

教 師 の 願 い

「みんなでやりたい!」 という実践への意欲

をもってほし嬬

自分の考えに自信をもち、表現してほし暁

自分らしさを発揮し、互い こ認め合えるよう

になってほし暁

社会の中で自分1)、思いを表現し、他者と共存

する力の基礎を育てた臨

実践への意欲 を高める話合いの活動の工夫

目指 す 児 童 像

豊かな発想を生かし、仲間と共に実現する意欲に満ちた児童

研 究 仮 説

自信をもって思いや願いを表現 させ、心を一つにす る体験 を積み重ねれば、実践す る意欲に満 ち

た児童や集団が育つだろ う。

/!
視 点 と 手 だ て ・

、視 点1自 信をもって発言させるための工夫

①学級会カー ド ②教師の助言 ③要素カー ド

視点2見 通しをもって活動させるための工夫

①計画委員会 ②学級会コーナー

視点3満 足感・達成感を共有させるための工夫

①オリジナル性 ②提案理由の共有 ③振り返りの場

「一一一・他教科 ・領域 で身に付 けた力の活用;

i討 論 会,パ ネル デ ィス カ ッシ ョン,デ ィベ ー ト,ウ ェ ビング 等i

叉 ノ
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3研 究 の 内 容

(1)実 態調 査

視 点 と手 だて を設定 す る にあた り、児 童 の実態 調査 を実施 した。 分科 会研 究 主題 「実践 へ の

意 欲 を高 め る話合 い活動 の工夫 」 を捉 えた上 で 、児童 の学級 活 動 に対す る意 欲 と経験 の 関連 を

分 析 し、視 点 と具 体的 な手 だて を設 定す るこ とに した。

【アンケ ー トの項 目】*網 掛 けは意欲 項 目

(平 成17年9.月 研 修 員 の所属 す る小 学校6年 生16学 級 計486名)

学級 活 動 の話合 い の活 動 の経 験 をア ンケー ト

調査 し因 子分 析 した結果 、次 の3つ の経 験 を も

つ グル ー プ に分 け るこ とが で きた。

○ よ く発 言 し、 自分 の意 見が取 り入 れ られ た

経験 の多 い グル ー プ ーA視 点1

0学 級 会 に 向け て準備 を し、認 め られ た と実

感 して い るグルー プ ー→B視 点2

0友 達 の 意見 を よ く聞 き、 クラス のた めに行

動 で きる グル ー プ ーC視 点3

各 経験 を もつ グル ープA,B,Cそ れ ぞれ に

お いて 、合 計点数 の上位25%を 経 験 高群 、下

位25%を 経 験低 群 と して、各 群 の児童 の意欲

の合 計点 数 を比較 した(グ ラフ1)。

そ の結 果、す べ ての経 験 グル ー プにお いて 、

F

・li 学購 働 趨 糞購 ζ動 蜘 で麺 …i…
匿

妻 卓鯵i極 ⑭餌 ζ諺:噴棄 勘1嚇です加::
7

勾麟1郎7耀 選 駒 すi融とカ1礁で塑}=;i奉
【

4 学麟 嫌 麟 庭認 晦 海 糠 瞬 牽ξξ幽 拳rぐずか乙

藝 朔 錘 や旗 凝 無 ζ蜘 鰻 醐 あ鷹 朔1・

6 学級会の前に.自 分の意見を考えてきていますか。
F

7 学級会では、新しい意見を思いつきますか。
7

8 学級会で1ま、自分の意見は自信をもって発言できる方ですか。
μ

9 学級会では、考えが思いついたときはいつも自分から発言できますか。
F

可0 学級会で、自分の意見が取り入れられたことはありますか。
F

11 学級会では.自 分の意見に賛成してもらったこと二がありますか。
「

12 学級会では、自分の意見に反対されたことがありますか。
7

13 学級会で話し合って、クラスがよくなったと思ったこと1まありますか.
「

14 学級会では、反達の意見を聞いて自分の意見が変わったことがありますか。
7

15 学級会で反達の窟見を聞き.自 分の思いか雪螢くなったことがありますか。
「

16 学級会では.反 達と慮見が違っても自分の意見を言うことができますか。
7

17 学鰻会で話し合って決めた活動で、みんなで盛り上がったことはありまずか。
7

18
学級会の司会グループになったとき、学級会の前にどんな意見が出るかを予想したこ
とが多～の建で「カ、

μ

19 学級会で決まったこと1ま、進んでとり組む方ですか。
F

20 学級会で、友達にぼめられたことはありますか。
F

21 学級会で.先 生にぽめられたことはありますか。
μ

22 学級会での自分の意見がクラスをよりよくするために役立ったことがありますか.

(グ ラフ2) ある児 童の経 験項 目の 平均得 点

A項 目が他 の項 目に比べ て低 い例

経 験 高群 の児童 の方 が 、経 験低 群 の児童 に比 べ、

意 欲 が高 い こ とが わか った。

この結果 を受 け、A、B、Cの それ ぞれ の経

験 を十分 に積 ませ る こ とが できれ ば 、児 童 の意

欲 を高 め る こ とがで き る と考 え 、研 究 の3つ の

視 点 を設 定す る こ とに した。

A、B、Cの 経 験 を個 人 別 に分析 す る と、経

験 に偏 りが 見 られ る場合 が あった。 これ をグ ラ

フ に表す と、個 々の児童 の 課題 をはっ き りさせ

るこ とがで き、一 人一人 に応 じた支援 をす る こ

とが で き る と考 えた。

(グ ラフ2)の 児 童 は、B項 目で あ る 「学級

会 に向 けて準備 し、認 め られ た経 験 」は多 く積

んで い る。 しか し、A項 目で ある 「発 言 は十分

で きてい ない」 こ とがわ か る。 よって 、B項 目

の よ さを伸 ばす と共 に、 よ り自信 をもっ て発 言

す る経験 を積 む こ とがで きれ ば、意 欲 が高 め ら

れ る として具 体的 に支援 す る こ とに した。
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(2)研 究 主題に迫 るための手だ て

「⑧
Y(華 ・編)、

「(一 実践
一)＼

「(カード)"

囲
画

'
活 動

'、

次の活動への
意欲

、 ノ

、

〔 報 会か ドi
教師の雌}ぐ1一

ぐ1要 素カード}b

L自 信をも・て発言するための 工夫 ノ
■ 璽 置 董

「{
栖 韻 斜

「

.f学 緩会 コーナー;学 級活動のあゆみ、活動予定、次回の計画、実践の写真 など ,

㌧ 見通しもたせるための 工夫 ノ
llIl

r

〔盤 曲 の共靴 〕1オ リ升 ル倒

r
囎 鍵 丁

■

L満 足感 」

叉 ノL ノ失 ノ

視 点1自 信 をも って発言 させ るための工 夫

手だて① 学級会カードの内容の工 夫

計 画委員 か ら事 前 に議 題 、提案 理 由、話合 いの柱 を聞 き、学級 会カー ドに 自分 の考 えを書 く

こ とによ り、 自信 を もって発言 した り友達 の意見 との共通点や相 違点 を考 えた りしなが ら話合

い に参加す る ことがで きる。

教 師 は事前 に学 級会カー ドに 目を通す こ とによ り、一人一人 が どの よ うな考 えをもって話合

い に参加 してい るのか を把握す ることができる。 また、一人一人 の考 えを認 め、励 ます ことで

発言 の意欲 を高め ることが でき る。

さらに児童 の考え を広 げた り深 めた りす るための手だて として、「ひ らめきカー ド」、「何 のた

めカー ド」等 を取 り入れ、論理 的な思考 を高 める ことがで きる。

手だて② 意欲 を高める教師 の助言

教 師の助言 の場 として、計画委 員会 、学級会 カー ド、振 り返 りカー ド、話合い の終末の場面

が考 え られ る。 よい点や 工夫 した点 をほめるこ とを中心 とす る。 例 えば、初 めて発言 を した児

童 、話 合い の進行 を助 け る発言 を した児童 、成長 が見 られた児童 な どを取 り上 げる。

課題 につい ては、い くつ も提示せず に、1つ か2つ に絞 って示す。その際、「～ を改善す るた

め には ど うすれ ばいいかな」 な どの形 で問いかけ し、児 童 に学級 の課題 に気付かせ解決 させ る

よ うにす る。そ の ことで児童 の主 体性 が生 か され る よ うに し、意 欲や達成感 にっ ながる よ うに

す る。

手だて③ 要素 カードの効 果的な活用

どの子 もほめ られ た り認 め られ た りす る ことに よ り、 自分 の考 え に 自信 をもち次 の活動 への

意欲 を高 める ことがで きる。そ こで話合 い活動 の中での発言やつ ぶや き、 また学級会 カー ドや

ヂ
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振 り返 りカー ドの 中か ら話合 いに役 に立つ よ さを見つ け、要素 カー ド(名 称 はク ラスのオ リジ

ナル性 を生かす)と して全体 に紹介す る。 これ に よ り、児童 は望 ま しい話合 いの方 法 を築 きあ

げる ことがで き る。

1視 点2見 通 しをもって活動させるための工夫i

手だて① 計画委 員会 の活性化

【事前 】

司会 グル ープ 、提案者 、教師 で構成す る。休み 時間 ・給食時 間 ・放課 後な どに10～15

分程度で行 う。 議題 と提案 理 由を受 け、 どの よ うに話合 いを進 めてい くのか を考 え、話合 い

の柱(項 目)を 決 める。 司会 グルー プは話 合いの柱 を決 め ることによ り、みんなか ら出る意

見 を予想 し、話合 いの計 画 を立 てる ことがで きる。必 要があれば原案 を作成 してお く。学級

会の前 に、計画委員会 か ら話合いの柱 を提示 され るの で、他 の児 童はそ の柱 にっいての 自分

の意見 をもって、学級会 に参加 で きる。

【事 後】

次の司会 グル ープ に前 回の司会 グループ が加 わ り、話合 いの進 め方で うま くいった点や改

善点等 を引 き継 ぐ。 それ によ り、次の司会 グルー プが見通 しを もって話 合い の計画 を立て る

こ とがで きる。

手だて② 学級会コーナーの充実

学級活動 のあ ゆみ(係 ・集 会 ・話合い)、集 団 と して の学 び(話 し方 ・聞 き方 ・司会 の進 め方)、

今 後の活動 の予定(議 題 な ど)、次の学級会 の計画(計 画委員会か ら)、要素 カー ド等 を掲示 し、

全員 が見通 しをもって話合 い に臨 めるよ うにす る。 また 、実践を行 った際 の写真 や振 り返 りカ

ー ドな どの掲示 を行 うこ とに よって
、次の活動 へ意欲 をもって取 り組 む こ とができ る。

1視 点3満 足感 ・達成感を共有 させるための工夫i

手だて① オリジナル性の追究

実践でのオ リジナルのや り方(集 会のルールや ネー ミングな ど)を 考 えるこ とで、「このク ラ

スだか らで きるんだ」 とい う思 いを もたせ る。 話 し合 って決 めたオ リジナル のや り方 を実践 で

生か し、自分 たちでがんば った とい う達成感 を共有 し、「この クラスで よか った」とい う満足感

を もつ ことがで きる。学 級会カー ドで振 り返 りの項 目の一つに挙 げ、 自己評価 させ るよ うにす

る。 これ らの経 験 を積み 重ね るこ とによって、活動へ の意欲 を高め るこ とがで きる。

手だて② 提案理 由の共 有

児童 が主体 的に話合 いに参加 す るには、議題 の共有 に加 え、「何 のため に話 し合 うのか」とい

う提案理 由を一人 一人が理解 し、同 じ気持 ちで話 し合 うこ とが大切 であ る。そ こで提 案理 由に

基づいた めあてを設 定 した り、教 師の助言 によ り児童 の意識 を高めた りす る。そ の ことに よっ

て議題か ら話合 いの流れ がそれ ることな く進 める ことが できる。 また、みん なが納得す る話合

い を経験す る ことで、満足感 ・達成感 を味わ うこ とがで きる。

手だて③ 高 め合う振り返 りの場

具 体的な振 り返 りの場 と してカー ドの記入 や発表 、掲示 を行い、 自分や友 達のがん ばった こ

とや よか った こ とな どを見っ け、認 め合 う。 これ らの振 り返 りを積 み重ね る ことで、 自分の成

長や友達 の よさに気付 き、次の活動へ の ヒン トを見付 ける ことがで きる。
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(3)実 践事例 一ひ らめ き カー ドを生 か して 一

議 題 に対 す る発 想 を広 げた り、話合 い の柱 につい ての 考 え を深 めた りす るの に 「ひ らめき

カー ド」 を書 くこ とが有効 で あ る と考 え取 り組 んだ。 使 い方 は、
・議 題 につ いて書 き、計 画委 員会 で話合 い の柱 を立 て る時の参 考 にす る。
・話 合 いの柱 につ い て書 き、 自分 の考 えを深 め て話合 いに参加 で きる よ うにす る。

な どが 考 え られ るの で、議 題 の 内容 に応 じて使 い分 け るこ とに した。

① 議題 名 「ク ラス コンサ ー トをや ろ う1

② 提案 理 由 音楽 の時 間 に習 わ ない歌 を歌 って、 み んな でお もい き り楽 しみた いか ら。

③ ひ らめきカー ドの使 い方
一 人一 人 が議 題 につ い てひ らめきカー ドを書 き

、全 員分 ま とめた もの を計画委 員会 で
話合 い の柱 を立 て る時 の参 考 に した。

議 題 「ク ラス コ ンサー トを やろ う」

につ いて の ひ らめき カー ド

作 って も
いいの?

歌集
歌番組

6-1の

み ん な

おどりは
どうする?

お客は
どうする?

てつ
?

や
の

を
う
す

歌
ど
探

先生は
どうする
の?

⑧

どこで
やる?

コ
ト
う

ス

一
ろ

題

ラ
サ
や

議

ク
ン
を

る
か
な

な
何
き
?

<
に
で
な

し
め
夫
か

楽
た
工
い

好きな歌
ランキング

器

何を
やる?

みんなで
歌いたい

グ ル ープ を

作 る の?

い
つ
う

?
な
あ
ど
解

は
ら
が
ら
る

曲
知
曲
た
す

賞をあげ
たら?

コ ン ク ー ル

をや る?

CDが
必要

どんな
グループ
にする?

で
曲

な
る
う

ん
え
歌

み
歌
を

歌 詞 カ ー ド
作 る?

「ひ らめ き カ ー ド」 を 書 く こ と に よ り、 ク ラ ス コ ンサ ー トに つ い て の 一 人 一 人 の 思 い を知 る

こ と が で き、 そ れ を 話 合 い の 柱 に 生 か す こ とが で き た 。

〔話 合 い の柱 〕 〔決 ま っ た こ と〕

①
②
③
④
⑤
⑥

ど こで や るか 。

全 員 一 緒 に や る か 、 グル ー プ ご と にや る か。

グ ル ー プ は 、 どの よ うに して 決 め る か 。

楽 し くす る た め に 、 どん な 工 夫 が で き るか 。

賞 をつ く る か 。

お 客 は ど うす る か 。

体 育館 でや る。

グル ープ ごとにや る。

好 きな人 同士で グルー プ をっ くる。
自分 た ちだけで楽 しみ たい。

賞 をつ く らず に、楽 しむ だ けでい い。
グル ー プ ご とに練 習 を して見せ 合 う。

場所 は体 育館 でや る こ とに決 ま ったが 、音 楽会前 で体 育館 を使 えない ので、屋 上 に変 更 した。
11月7日 の5校 時 に行 った が、青 空 の下屋 上で 、 どの グル ー プ も好 きな曲 をお もい き り演

奏 し、満 足 した様子 だ った。
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4成 果 と課 題

(1)ア ンケー ト結 果

本 分科 会 で は、児 童 の実態 と変 容 をつ かむ た め、 アンケー ト調 査 を実施 した。

團

本 分科会 が意 欲 と して と らえた5つ の項 目(1発 言す る。2話 し合 う。3司 会 グル ー プ に

な る。4実 践 す る。5学 級会 の達 成感 を得 る。)全 て にお い て学級 会 に対す る児童 の意 欲 が高

まってい るこ とが 分 か る。視 点 ご とに成 果 と課題 をま とめ、更 な る研 究へ とつな げてい きた い。

←

(2)成 果

① 「視 点1自 信 を も って発言 させ るた めの 工夫 」に つい て

・「ウェブマ ップ」を活 用す るこ とに よって 、計 画委 員会 にお い ては 、話 合 いの柱 が立 てやす

くな った。 また 、司会 の児 童 に とって も事 前 に出 され る意 見 を予想 で き るので見通 しを もた

せ る こ とが で る よ うにな った。 さ らに 、発 言が 苦手 な児 童 に も事前 に 自分 の意見 を考 え させ

る こ とがで き るので 、発言 で き る児 童 が増 えた だ けでな く、筋 道 を立 てて考 える こ とがで き

るの で 内容 の深 ま りにつ なが った。

・「何 の た めに カー ド」の活用 は 、話 し合 うこ との 目的意識 を児 童 に もたせ る こ とが で き、提

案 理 由 を共 有 す る こ とがで き る よ うに な り内容 を深 める意 見が増 えた。

「要 素カ ー ド」 の活用 は 、児 童 が築 い た よい面 が継 続 的 に残 るた め、活 動 の高 ま りにっ な

が った。

② 「視点2見 通 しを も って活 動 させ るた るた めの工 夫」 に つい て

・議 題 を張 り出す こ とが 、互 い に考 えを交 流 で きる場 とな り、み ん なが納 得 して議 題 を設 定

す る こ とに生 か され た。

③ 「視 点3満 足 感 ・達成 感 を共有 させ る ための 工夫 」に つ いて

・計 画 ・話合 い ・実 践 を振 り返 りは次 の話合 いに生 か され 、 よ りよ い実践 にっ なが った。

【3】 課題

① 「ひ らめ きカー ド」 は児童 の発想 を促す た め には有効 で あ ったが 時間 がか か るので 、 「ひ ら

め きカー ド」 の効 率的 な活用 方法 の 開発。

② 「ひ らめき カー ド」 の活用 で もて る よ うに な った考 え を、発 言 にっ な げ る指 導 の在 り方 。

③ あ らゆ る場 面 で の、児童 の発 想 を発言 につ なげ る教師 の働 きか け。
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り」 を基 に 「ともに生 きる力」 の基礎 をは ぐくむ た めの実 践的 な研 究 を進 め るこ とに した。

V研 究 の 成 果 と課 題

研 究 を始 め るに あた り、 まず 、各 研 究員 の 学級 にお い て 学 級 会 活 動 の様 子 を改 め て観

察 す る こ とに した。 そ の 結 果 、楽 しい 学級 集 会 に つ い て の 話 し合 い の 中で 、根 拠 の無 い

反 対 意 見 が増 え た こ と、 楽 しい はず だ と思 っ て行 っ て い た集 会 活 動 の 中で 、表 情 が 硬 い

児 童 が い る こ と。 学 級 の 議 題 を考 え させ て も、 「どん な こ と書 い た らい い です か 」 とす ぐ

に 質 問 に くる児 童 が い る こ とな ど、 よ りよい集 団活 動 を 目指 して積 極 的 に 取 り組 も う と

す る姿 勢 が感 じ られ ない 児 童 が 増 えて い る こ とが 浮 き彫 りに な っ た。

この こ とを解 決 す るた め に は 、 これ ま で の特 別 活 動 の取 り組 み を 見 直 し、現 代 の子 ど

もた ち に必 要 な新 しい 特別 活 動 を行 う必 要 が あ る と考 え 、現 代 の子 ど もた ち の発 達 の課

題 に応 じた 分 科 会 を設 定 し、「豊 か な か か わ りを通 して、 と もに生 き る力 の基礎 を は ぐ く

む 特別 活 動 」 を 目指 して研 究 に取 り組 む こ とに した。

1・2・3年 分科 会(集 団活 動 の楽 しさ を実 感 で き る基 礎 的 な指 導 の 充 実)

4・5年 分 科 会(集 団活 動 の楽 しさや 役 割 の遂 行 の大 切 さを実感 す る指 導 の 充実)や

6年 分 科 会(集 団へ 積 極 的 に か か わ り、 実 践 へ の 意 欲 を高 め るた め の指 導 の充 実)

1研 究 の成果

(1)「 社会 ・個 人的 資質評 価 票」に基づ き児童 一人 一人 の実 態 を把 握 し、児童 の社 会性や 個人

的資 質 をは ぐくむ た めの具 体的 な手 だて を行 うこ とによ り、集 団活動 に よ り積 極 的に取

り組 む児童 が増 加 した。

(2)児 童 が 自ら 自他 の よ さを生 か しなが ら仲間 を集 め 、団結す る楽 しさ積 み 重ね るた めに、

「自分 らし さを発揮 す るた めの 工夫」や 「自分 た ちのカ で ともに実現 してい くた めの工

夫 」を意 図的 に行 うことに よ り、友 達 同士の絆 を深 める活動 を充 実 させ る ことがで きた。

(3)児 童 の意欲 と学級 会 活動 の経験 をア ンケー ト調査 した結 果 に基づ き、 自信 を もって発 言

す るため の工夫 ・見 通 しを もたせ る工夫 や満 足感 ・達成 感 を共有 させ るた めの工夫 を行

うこ とに よ り、 意欲 的 に集 団活 動 に取 り組 む児 童 が増 えた。

2研 究 の課題

(1)社 会 的資 質 と個人 的 資質 の評価 項 目の見直 しを行 い、一 人一人 の児童 の 実態 をよ り的確

に把握 し指導 で き るよ うにす る ともに、「相 手 の話 を聞 く」な どの基本 的 な事項 の指 導の

充実 を図 るため の研 究 を継続 す る。

(2)児 童 が 自分 た ちの力 で活 動 を広 げ、深 め、新 たな挑戦 を してい くた め の教 師 の助言 の在

り方 に関す る研 究 を継続 す る。

(3)異 な る価 値観 を もつ 児童 を結 ぶ教 師の支 援 の研究 を継続 す る。

(4)児 童 の 実態 に応 じた発 想 を促す 方法 の 開発 と活用 方法 の検討 、及 び 、学級 の課題 を共 有

化す るた めの教 師 の言葉 が けの研 究 を継 続す る。
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平成17年 度 教育研究員名簿(特 別活動)
市区町村名 学校名 氏名

低 新宿区 西戸山小学校 太田 和宏

学 品川区 源氏前小学校 五頭 和美

年 葛飾区 上平井小学校 ○神谷 なおみ

分 人王子市 大和田小学校 及川 裕美

科 青梅市 第二小学校 和田 友美
ム
酋

4 墨田区 小梅小学校 栗原 かお り
● 世田谷区 千歳小学校 大橋 順子
5 杉並区 三谷小学校 山川 旬子

年 北区 西浮間小学校 佐藤 卯木

分 足立区 竹の塚小学校 鈴木 厚子
科 国分寺市 第八小学校 日浦 雅

会 国立市 国立第二小学校 根本 成明
武蔵村山市 第三小学校 ○原 かお り

6 大田区 六郷小学校 猪岡 仁
年 中野区 向台小学校 小林 武

分 板橋区 志村第五小学校 山田 菜穂子

科 練馬区 光が丘第一小学校 飯 田 はるみ

会 足立区 梅島小学校 ◎檀特 明子
足立区 梅 島第二小学校 ○岩脇 真由美
府中市 南 白糸台小学校 小坂 はる江

◎総世話人 ○世話人

担当 東京都教職員研修センター統括指導主事 大熊 雅士
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